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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、発達障害者（とりわけ広汎性発達障害の小学生高学

年の児童）の療育場面の相互行為の構造を、社会生活技能訓練（SST）を事例としながら、エ
スノメソドロジー・会話分析の手法によって解明することである。この結果、次が明らかにな

った。(1)療育場面は、児童の積極的参加を不可欠な資源とした相互行為として構成されている。
(2)療育場面の相互行為の中心的部分は、参加者の行為上の問題を積極的に可視的にする技術と、
それによって可視化された問題に対して参加者が療育者とともに修復していく実践から、成り

立っている。(3)療育場面は、一方で児童の積極的な参加に依拠しながらも、他方でその行為を
問題の顕れと修復の実行という観点のもとで療育者によって受け止められていくという、強い

制約をもつ。したがって今後の課題は、こうした制約から自由な、発達障害者への支援実践に

ついて検討することとなる。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to explicate interactional structures of social skills 
training (SST) for children (in their early teens) with developmental disorder. The results of the research 
are as follows: (1) the training setting of SST is an interactional event that is collaboratively constituted 
by the session leader and the children, (2) the main part of the SST session consists of the techniques 
that make observable the problems of children’s action, and of the practices that repair these problems, 
(3) the training setting of SST strongly constrains the children’s way of participating in the interaction. 
Therefore, the future task is to examine the method of support practice that is free from these 
constraints.                 
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１．�研究開始当初の背景 
医療社会学および逸脱の社会学は、社会の

医療化という標�語のもと、社会における道徳
的現象が医療制度のもとに置かれていく問
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題について数多く指摘してきた。そして社会
学者 PP.. 	
 コンラッドがかつて多動症児につい
て指摘したように、発達障害者が置かれてい
る状況は、社会の医療化の端的な顕れである。
したがって発達障害者の療育場面の社会学
的研究は、現代社会研究として不可欠である。 	
 
しかしこれまでの社会学的研究では、発達

障害者支援法および特別支援教育を中心と
した法的・教育制度上の枠組みの変化につい
ての記述・分析を中心としており、発達障害
者を取り囲む現実の相互行為とその中にお
ける自己認識のあり方についての研究は未
着手の状態に止まっていた。ちなみにこのよ
うな欠如は、社会の医療化がマクロ社会レベ
ルの法的・制度的変化にとどまらず日常生活
における実践と経験の変化である点をふま
えるならば、埋められなければならない欠如
である。 	
 
以上が、本研究を開始するにあたって念頭

に置いていた事柄である。 
 
 
 
２．�研究の目的 
上記の問題認識にもとづき、本研究は、発

達障害者の療育場面について、その実際の
相互行為の構造を詳細に分析することを目
的とした。具体的な対象としては、広汎性
発達障害（自閉症スペクトラム障害）の児童
に向けて実施されている社会生活技能訓練
（以下、SSTとする）の場面とし、このなか
で療育者と参加児童によって織りなされて
いる相互行為の構造をエスノメソドロジ
ー・会話分析の手法によりながら解明するこ
とを具体的目的に設定した。 
こうした解明を通じ、本研究がめざしたの

は次である。第一に、広汎性発達障害をも
つ児童や人びとにする療育や支援などの制
度的実践がそのうえに成立している基本的
な概念的前提を明確化すること。第二に、
こうした制度的実践が、広汎性発達障害を
もつ児童や人びと児童にいかなる自己経験
の可能性と制約とを与えているのかを明ら
かにすること。 	
 
 
 
 
３．�研究の方法 
本研究の基本的なアイデアは、広汎性発達
障害を障害学における「ディスアビリティ
((ddiissaabbiilliittyy))」の次元において捉える点にあ
る。これにもとづくならば、広汎性発達障害
とは、具体的な社会的状況のなかにおいて、
またその特定のあり方として存在する社会
的現象であると捉えることができる。そして
この視点に立つことによって、療育場面の相
互行為の構造の特徴として広汎性発達障害

の概念を捉え直すことが可能になる。以下、
それぞれについて説明する。 	
 
 	
 
((11))本研究ではまず、広汎性発達障害につい
ての認知心理学的研究の批判的検討を通じ、
発達障害についての上記の視点を明確にす
ることを試みた。 	
 
 	
 
((22))そのうえで、SSSSTT 場面の録音・録画をデー
タとしながら、その中心的場面の一つである
ロールプレイ場面の相互行為の構造につい
てエスノメソドロジー・会話分析の方法にも
とづく解明を行った。 	
 
 	
 
 	
 
 	
 

４．�研究成果 	
 
本研究の研究成果は、大別すると次の二つ
になる。((11))広汎性発達障害についての認知
心理学的研究にそなわる概念的問題の明確
化。((22))広汎性発達障害児に対する SSSSTT 場面
の相互行為的構造の解明。以下、それぞれに
ついて説明する。 	
 
 	
 
 	
 
((11))本研究はまず、広汎性発達障害の中核的
障害についての既存の研究を検討した。検討
対象は「心の理論アプローチ」と呼ばれる、
人間の社会的コミュニケーション、なかでも
他者理解の問題をめぐる説明のアプローチ
である。そしてこのアプローチは、広汎性発
達障害の基本障害を説明するものとしても
援用されてきた経緯がある。 	
 
心の理論アプローチとは、人間が自己や他

者を心ある存在として捉え、その心的状態に
よって行為を理解し予測する能力を、個々の
人間がもつとされる「心の理論」と呼ばれる
機構によって説明するアプローチの総称で
ある。なお、この「心の理論」が何であるか
については様々な立場がある。しかしいずれ
の立場も、心の理論について、それが観察可
能な振る舞いに対して心的状態による説明
を提供する機能を持つものと捉えている点
は、同様である。 	
 
このアプローチの出発点にあるのは、DD.. 	
 

プレマックと GG.. 	
 ウッドラフによる研究であ
る。彼らは、チンパンジーに人間の行動を予
測させる課題を行わせる実験を行い、結果と
してチンパンジーには他の個体や人間の行
動を意図などの心的状態にもとづいて予測
する能力を持っていると主張した。この研究
の延長線上に、SS.. 	
 バロン==コーヘンらによる
広汎性発達障害（自閉症）をめぐる研究があ
る。彼らは、広汎性発達障害児に指摘される
社会性の障害は心の理論の欠如によって説
明されるべきであると主張した。したがって
彼らによると、広汎性発達障害の基本障害と



は心の理論の障害であり、この結果として広
汎性発達障害児の社会性の障害があるとい
うことになる。 	
 
彼らの議論については、実験方法やデータ
解釈をめぐる問題や、仮説の妥当性をめぐる
問題の指摘はたびたびなされてきた。他方、
このような経験的問題とは別に、その仮説を
構成している基礎的概念についても問題を
指摘することができる。ごく大まかに述べる
と、問題は二点ある。 	
 
 	
 
①第一は、他者理解についてのメンタリズム
的想定である。このアプローチは、他者理解
という現象一般を、一種の理論的な推論によ
って獲得されるものとして捉えている。すな
わち、直接に観察できるのは他者の身体のみ
であり、その意味（意図や動機）は個々人の
もつ心の理論による推論を通じて初めて獲
得されるということになる。この捉え方にお
いては、具体的社会状況のなかで、それに依
拠しながら成し遂げられる現実の他者理解
は、もっぱら個々人の認知的機構の働きによ
るものとして還元的に捉えられていく。言い
換えるならば、個々人の間につねに存在し、
現実の他者理解における資源として働いて
いる状況的要素——社会的場面や社会関係、
規範など——の介在が、見失われることにな
る。 	
 
 	
 
②以上から得られるのは、広汎性発達障害に
ついての個体主義的な把握という第二の問
題である。かりに上記のように他者理解が
個々人のもつ心の理論という認知的機構に
よるとすれば、反対に他者理解にまつわる問
題は個々人の認知的機構の障害によるもの
と捉えられることになるだろう。この結果、
個人に障害が帰属される際の背景となって
いる様々な状況的要素が視野から抜け落ち
ていくことになる。 	
 
広汎性発達障害児者について指摘されて
いる社会性の障害とは、文字通り、個人と個
人の間に存在している障害である。言い換え
るならばこの障害は、まず個々人の関係のあ
り方として現れ、観察されるものとして存在
する。したがって個人と個人の間に介在し、
これを構成している状況的要素は、この障害
の概念が意味あるものとして成立するため
のいわば条件となっていると言える。しかし
ながら心の理論アプローチによる広汎性発
達障害理解は、障害を特定個人に内在する障
害として捉えていくため、この状況的要素に
正当な注意を払うことができない。こうして
このアプローチは、広汎性発達障害児者と呼
ばれる人びとの側にもっぱら適応的努力を強
いるという含意をも持つことになる。こうした
問題を踏まえながら、広汎性発達障害児者をめ
ぐる社会関係とその組み替えについて考え

ていくにあたっては、広汎性発達障害をほか
でもなく障害として成立させる際に介在し
ている状況的要素に注目していくことが、必
要となる。 	
 
上記二点が、先行研究の検討から得られた
成果である。 	
 
 	
 
 	
 
((22))上記の検討により得られた視点にもとづ
き、本研究は、広汎性発達障害をもつ児童（小
学生高学年）に対しておこなわれた SSSSTT にお
けるロールプレイ場面を対象とし、その相互
行為的構造をエスノメソドロジー・会話分析
の手法にもとづき、解明を行った。成果とし
て、以下の三点が得られた。 	
 
 	
 
①第一は、広汎性発達障害をもつ児童の相互
行為能力についてである。SSSSTT のロールプレ
イにおいて自閉症スペクトラムをもつ参加
児童はしばしば、リーダー（療育者）による
プロンプティングと呼ばれる支援を通じて
自らの発話を産出していく。つまり児童は、
リーダーによる支援を受け、そのなかでイン
ストラクションを受けながら、発話を産出し
ていくことができている。この意味において、
SSSSTT のロールプレイは、児童の発話産出に関
する能力上の問題が観察可能になるように
デザインされている。そして実際、このよう
なデザインにもとづいて、こうした問題が児
童に対して帰属されていくことになる。この
点にもとづくならば、SSSSTT は一方において、
広汎性発達障害をもつ参加者の問題を積極
的に観察可能なものにするひとつの技術で
あると言うことができる。 	
 
 	
 
②しかし第二に、上記で確認したように、こ
のような問題にもとづいて行われるリーダ
ーによる支援じたいが、相互行為的に実現さ
れている。言い換えるならば、リーダーによ
って提起されたプロンプティングの行為に
対し、児童はそれに「応答」するのでなく「従
う」という仕方で、適切に対応していくこと
によって、このような支援が成し遂げられて
いるのである。たしかに、リーダーによる支
援は児童の発話産出の能力の問題にもとづ
き、またそれをきっかけに行われている。し
かしそれにもかかわらず、このリーダーによ
る支援がまさに支援として実現されるのは、
逆説的ながら、児童の相互行為的能力に依拠
しているのである。 	
 
 	
 
③これらの二点を踏まえるならば、第三に、
広汎性発達障害をもつ人びとの特徴として
指摘される社会性の障害という特徴につい
て、再検討の必要のあることが示唆される。
上記((11))において検討した心の理論アプロー
チは、広汎性発達障害を脳神経系に原因をも



つ認知的な障害として捉えていた。したがっ
てこの場合における障害とは、個人の身体と
心理にそなわる特徴として定義されている。
しかし上記の解明にもとづくならば、ある個
人が相互行為に関わる障害をもつという事
実それじたいが、具体的社会状況を不可欠な
前提として、成立していると言うことができ
る。また同様に、この障害に対する支援の試
みがそれとして成し遂げられるのは、支援の
対象となる人びとによる相互行為への参与
を通してである。障害をもつとされる個人の
このような相互行為への参与ぬきには、支援
の営みは成立し得ないということでもある。 	
 
 	
 
上記三点が、エスノメソドロジー・会話分
析による解明から得られた論点である。 	
 
 	
 
 	
 
本研究は、広汎性発達障害のための療育場
面をおもな対象として行ってきた。しかし、
発達障害児者の生活上の困難は、障害児者当
人を一部として含む社会関係のあり方の問
題に由来しており、したがって障害者個人の
技能の問題に還元することは決してできな
い。したがって発達障害児者に対して適応的
な働きかけを行う療育の実践は、この人びと
のための生活支援の一方法としての意義は
認められるものの、それだけで十全なもので
は決してありえない。この点を踏まえ、今後
は、療育的働きかけ以外のかたちで営まれて
いる発達障害者への支援実践について——
たとえばピアサポートと当事者研究につい
て——その相互行為的構造を明らかにする
ことを、課題としたい。 	
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